
 

国土強靱化 民間の取組事例 339   顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 15災害時に顧客へ必需品や必要なサービスを提供する 

339 有事におけるお薬手帳の代替「お薬フォト」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

合同会社オフィスカラム 
【平成 28年】 

2120003007870 その他事業者 
【製造業】 

兵庫県 

1 取組の概要 

 薬を写真に残すための、フォトコンテスト開催 

 薬の管理は、現在お薬手帳や薬剤情報提供書、処方内容のシールが活用されているが、手帳の普

及率は 55％、持参割合30％（参照先： 神戸市危機管理センター資料、平成27年）で、浸透し

ているとは言い難い状況である。 

 また、日本の錠剤の特徴として、病院で処方される薬は種類が多いが、色彩分布がなく類似して

いるため識別が困難な状況である。このような背景もあり、災害時等において疾病情報： 薬剤情

報の入手が容易ではないケースも多くみられる。 

 合同会社オフィスカラムは兵庫医療大学との協同で、大きな災害やトラブルに遭遇した際、お

薬手帳がなくても服用している薬を思い出せるよう、薬の写真を撮影しておく習慣を推進する

フォトコンテスト「HELLO！ワタシのおくすり」を開催している。 

 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 コンテスト開催の経緯と概要 

 被災したときにも：「薬の情報管理」ができるよう、同社では兵庫医療大学と協同で：「記憶と記録

に残す： Myお薬アルバム』づくりプロジェクト」を立ち上げた。薬の情報を義務的に覚え、携

帯するのではなく、薬を被写体としてアートな写真に収めることで、楽しく、愛着を持って：「記

▲日本と米国の錠剤、色彩分布 
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憶と記録に残す」ことを目指している。 

 この取組は平成 26年度神戸発防災： 減災等プログラム事業に採用された。神戸市内の大学ホー

ムページ内にコーナーを設置し、チラシ8,000 枚、講演会パンフレット9,000 枚を神戸市薬剤

師会や市内の調剤薬局等に配布し、同取組の趣旨や参加者を呼びかけた。 

 

：  

 

 

 

 

 

 グラフィックデザイナーによるワークショップを平成26年 12 月に開催した。 

 応募された写真を兵庫医療大学オクタホールロビーにて展示し、各賞を選出した。 

 

 

 

 

 

 

 

       

▲全体趣旨とワークショップ、フォトコンテスト募集チラシ    ▲講演会パンフレット 

 

▲ワークショップの様子 

▲写真展示の様子              ▲最優秀作品 
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3 取組の平時における利活用の状況 

  本来であれば、お薬手帳や薬情、処方シールを活用されることが望まれるが、楽しみながら自身

の処方薬を写真撮影することで薬の名前、色、形、記号等に対する意識が格段に向上する。 

 また、携帯電話やデジタルカメラ等、普段から携帯している機器に画像を残すことにより、避難

時においても、薬の特定がしやすくなる。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  お薬手帳は、重用をさけるべき薬剤の処方を防ぐことを主目的に導入された。その後、阪神： 淡

路大震災発生時に、これまで服用していた薬を提供することが困難な事例が多数発生したこと

等から、災害における備えの意味でも認知され、急速に普及するようになった。 

同取組は、お薬手帳の役割を補完するものであり、災害時における的確な薬剤情報の提供に資

するとともに、形や色等から服用していた薬を特定していく医療所での聞き取り調査の手間と

混乱の回避につながる。このことにより、慢性疾患患者等への適切な対応とともに、投薬ミスに

よる二次的な災害を減らす効果がある。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  同取組は、薬とアートをコラボレートした従来にない発想であり、投薬ミスを防ぐ：「錠剤デザイ

ン」という新たな分野に対する認知度を向上させ、その研究開発を加速化させている。 

 

6 現状の課題・今後の展開など  

  「薬で遊んではいけない」という考え方と：「従来にない発想で面白い」という考え方があり、前

者を配慮しつつ、薬を被写体に楽しく撮影することで薬処方の備忘の重要性を浸透し、お薬手

帳や薬情、処方シールの普及を推進する必要がある。 

 減災のために、なぜ、「薬を楽しく写真に撮る」ということを提案しているか、理解、共感して

もらう必要がある。 

 病院で処方される薬の種類は多く、類似しているため見分けることが困難な状況である。この

ため、同社では錠剤の識別性を向上させるため、錠剤の色の開発及びその普及に取り組むこと

で、減災に寄与する考えである。 

7 周囲の声 

  薬で楽しむなんて不謹慎かもしれませんが、楽しませていただきました。（フォトコンテスト受

賞者） 

 従来、薬の名前だけはちゃんと意識していたが、今回バッケージ、錠剤の色、形等も意識するよ

うになった。（ワークショップの参加者） 

 


